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能崎幸雄  研究者への軌跡 高校卒業から慶大に入学し、学位を取得して
九大助手になるまでの 9年間を振り返ってみました。

高校では、好きな科目（数学と化学、少し
だけ物理）以外ほとんど勉強しなかった。
周りの友人と同じく医学部志望だったが、
理系科目だけで合格できるほど甘いわけが
なく、進路を迷っていたとき、学校の掲示
板で慶大理工学部の指定校推薦を見つけた。
これが慶應人生の始まり。

高校時代

バブル経済全盛期で、日吉キャンパスは華
やかな雰囲気だった。誘われるまま入った
テニスサークルで物理学科志望の友人と出
会い、気がつけば物理学科に進学。専門科
目のレポートに追われながら、週２回の物
理学実験の後はいつも「ひようら」で反省
会（飲み会）。

慶大入学、
友人に誘われ物理学科へ

電気抵抗ゼロや磁気浮上など面白い現象を
示す「超伝導」に興味がわき、「超伝導・磁
性」を専門とする宮島研究室へ。卒論提出
前にカラオケに行って肺に穴が開き、入院・
手術を余儀なくされるものの、恩師・先輩・
友人そして両親の温かいサポートにより無
事卒業。

宮島研究室に配属

助手の大谷先生が夏期休暇中にフランス
の国立研究所（グルノーブル）へ実験に
行くと聞き、迷惑を顧みず一緒に連れて
行ってもらう。先生の友人の研究者たち

（写真）と共同生活をしながら、超伝導薄
膜を用いた実験結果の解析に没頭。将来、
研究者になりたいと固く決心。

修士課程

グルノーブルは、周囲が岩山だらけでロッ
ククライミング天国。大の高所恐怖症だが、
フランス人研究者から毎日ロッククライミ
ングに誘われた。 最後は、フランス滞在の
記念にと雪山登山。彼曰

いわ

く初心者向きの山
らしいが、本当に死ぬかと思った。忘れら
れない思い出だ。

貴重な恐怖体験

研究者として目標にしていた大谷先生が転
任。これを期に、新しい研究テーマに取り
組む。多くの失敗を積み重ねながら、強磁
性薄膜の微細加工に成功。その磁気構造解
析の研究で学位を取得。研究がうまく行か
ないとき、一緒に “焼き肉食べ放題” に行っ
てくれた後輩たちに感謝。

博士課程
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